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本取扱説明書は、 本製品を安全にご使用いただくために重要な注意事項と安全なお取扱方法を
示しております。 本取扱説明書を事前によくお読みの上、 ご使用ください。
本取扱説明書をお読みの後も、 必ず製品保証証と一緒に大切に保管してください。
紛失時は弊社ホームページより取扱説明書をダウンロードしてください。



本体及び標準付属品をご確認ください

本製品のご確認１.

ハンドピース
◆ＲＰＭ－Ｒ２５

※ø３.０軸用のコレットチャック 
　 ＫＰ－Ｐ３００が装着されています。

3 4

目次

ごあいさつ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

安全上の注意事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １～２

目次 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

１.　本製品のご確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

２.　本製品の特徴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

３.　本製品の仕様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４

４.　各部の名称と機能 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４

５.　操作方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５～６

　５-１　センタンツールの交換

　５-２　ハンドピースとコントローラーの接続

　５-３　ＡＣピンの交換

　５-４　コントローラーの操作

　５-５　スタンドセットの使用方法

　５-６　モバイルバッテリーとの接続

６.　カーボンブラシの交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６

７.　トラブルシューティング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６

８.　保守 ・ 点検について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６

図 - １

コントローラー
◆ＲＰＭ－Ｃ２５

３. 本製品の仕様

４. 各部の名称と機能

①表示器
　　設定された回転数（×１,０００ min-1 で表示）やオーバーロード（ＯＬ）を表示します。
②負荷レベルメーター
　　ハンドピースに加わる負荷に応じて点灯します。緑色ランプの範囲の負荷でご使用ください。
　　赤色ランプが連続して点灯する負荷でのご使用は避けてください。オーバーロードが早く動作しや
　　すくなります。
③ＯＮボタン
　　ＯＦＦランプが消灯時に押すと電源をＯＮにします。
　　ＯＦＦランプが点灯時に押すとハンドピースが動作します。
④ＯＦＦボタン
　　ＯＦＦランプが点灯時に長押しすると電源をＯＦＦにします。
　　ＯＮランプが点灯時（ハンドピース動作時）に押すとハンドピースが停止します。
⑤速度上昇ボタン
　　ハンドピースの回転数が押すたびに約×１,０００min-1 ずつ上昇します。長押しすると連続して上昇
　　します。Ｍａｘ約２５,０００min-1(ＡＣアダプター使用時 )
⑥速度下降ボタン
　　ハンドピースの回転数が押すたびに約×１,０００min-1 ずつ下降します。長押しすると連続して下降
　　します。Ｍｉｎ約２,０００min-1(ＡＣアダプター使用時 )
⑦ローテーションボタン
　　ハンドピースの回転方向を設定します。
　　設定した回転方向のローテーションスイッチランプが点灯します。
　　◆ＦＷＤ．＝正回転（時計方向回り）
　　◆ＲＥＶ．＝逆回転（反時計方向回り）
　　※回転方向の選択は、動作している状態でも可能です。
⑧ＩＮＰＵＴ（ＡＣアダプター差込口）
⑨ＭＯＴＯＲ（ハンドピース差込口）
⑩テストバー
⑪着脱リング
⑫モーターキャップ
⑬コード

２. 本製品の特徴

●回転速度表示
　２桁のデジタル表示で回転速度を表示します。
●負荷表示
　６連ＬＥＤで負荷状態を表示します。
●フィードバック機能
　適切なフィードバックで回転速度を保ちます。
●ローテーション切替機構
　ハンドピースの回転方向を切り替えることができます。
●スリープ機能
　５分間作業をしなかった場合、 電源 （表示） を消して待機電力を削減します。
●安全機構
　過負荷時やコレットチャックが開いた状態、 回転中に着脱リングを回した場合等の異常運転をさせるとＬＯＡＤラン
プが点滅して警告します。 その状態が続くとオーバーロードが働き、 ハンドピースが停止し、ＯＦＦのＬＥＤが点滅、
表示器には 「ＯＬ」 が表示されます。 いずれかのボタンを押すとオーバーロードは解除されます。
●モバイルバッテリー使用可能
　市販のモバイルバッテリーを使用すれば、 コンセントのない環境下でも使用することができます。

図 - ２ 図 - ３

取扱説明書 （本書）
◆ＩＭＷ－ＲＰＭ－２５Ｓ２

ＡＣアダプター
◆ＲＰＭ－ＡＤ６
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カーボンブラシ
◆ＫＥ－６１０

スタンドセット
◆ＰＳ－１００

＜ハンドピース＞
●回転速度・・・・・・・・・　２,０００～２５,０００min-1 ＊ＡＣアダプター（２４Ｖ）使用時
●外形寸法・・・・・・・・・　Φ２７×１４６ｍｍ
●重量・・・・・・・・・・・　１８９ｇ（カールコード含まず）
＜コントローラー＞
●定格入力・・・・・・・・・　ＤＣ２４Ｖ
●定格出力・・・・・・・・・　２０Ｗ
●外形寸法・・・・・・・・・　５８（Ｗ）×８６（Ｄ）×１９（Ｈ）ｍｍ
●重量・・・・・・・・・・・　５０ｇ
＜ＡＣアダプター＞
●定格入力・・・・・・・・・　ＡＣ１００Ｖ～２４０Ｖ ５０／６０Ｈｚ
●定格出力・・・・・・・・・　ＤＣ２４Ｖ １.７Ａ

ＡＣピン （Ａ型）

※日本 ・ アメリカ等 用

ＡＣピン （Ｃ型）

※ドイツ ・ イタリア等 用

本体
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　５-１　センタンツールの交換

　　

（１）ＡＣアダプターのＤＣプラグをコントローラーのＩＮＰＵＴに接続します。
（２）ハンドピースのプラグをコントローラーのＭＯＴＯＲに接続します。　

　

　

　

５. 操作方法

　

　

　

■センタンツール交換時はハンドピースのプラグをコントローラーから抜いてください。
■モーター回転中は、絶対に着脱リングを回さないでください。

　５-２　ハンドピースとコントローラーの接続

　

（１）着脱リングを右図の〝開く”の方向へ約９０°回すことでコレットチャックが開きます。
（２）テストバーを抜き、センタンツール（軸径ø３.０）を差し込みます。
（３）着脱リングを〝閉じる”の方向へ〝カチッ”と音がするまで戻すとコレットチャックが
　　　閉じてセンタンツールが把握されます。
　　
※出荷時にはテストバーが装着されています。

６. カーボンブラシの交換

　（１）ハンドピースのプラグをコントローラーから抜きます。
（２）モーターキャップを左に回し、緩めたあとは後ろに引いてずらします。
（３）カーボンブラシを固定しているネジを外し、カーボンブラシを抜き出します。
（４）新しいカーボンブラシを元のように取り付け、ネジで固定します。
（５）モーターキャップを元に戻します。　

　

　

　

　

モバイルバッテリーのＤＣプラグをコントローラーのＩＮＰＵＴに接続することにより、
ハンドピースを使用することができます。
但し、モバイルバッテリーの出力電圧により最高回転数が変化します。

　例）２４Ｖ時：約２５,０００min-1

      １９Ｖ時：約２０,０００min-1

以下の推奨モバイルバッテリーを参考にしてください。

＜推奨モバイルバッテリー＞
●出力電圧：１９～２４Ｖ
●出力電流：１.７～３.０Ａ
●電　　力：２０～７０Ｗ
※弊社でのモバイルバッテリーの取り扱いはございません。

　５-６　モバイルバッテリーとの接続

　

■推奨している仕様のものをご使用ください。

図 - ８

図 - ４

注  意

■必ず指定されたカーボンブラシをご使用ください。
■交換後は低回転から徐々に回転速度を上げて５分以上試運転を行い、異常がないか確認してください。

７. トラブルシューティング

※処置後、 症状が改善されない場合は故障が考えられます。 修理を依頼してください。

※その他、 不明な点や故障の場合は、 お買い上げ販売店または弊社までご連絡ください。

　

■保守・点検を怠りますと、事故や故障の原因となります。警  告

●本製品に破損がないか確認してください。
●粉塵・油・水等の付着、堆積がないか確認してください。
※保守・点検は必ず行ってください。

８. 保守・点検について

症状 チェック

ハンドピースが作動しない。

各種プラグを確実に差し込んでください。各種プラグが外れていませんか？

回転中に発熱する。

ハンドピースのコレットチャックを閉じてください。ハンドピースのコレットチャックが開いて

いませんか？

カーボンブラシを交換してください。カーボンブラシは摩耗していませんか？

ＬＯＡＤランプが緑色の範囲内でご使用ください。過大な負荷で使用していませんか？

粉塵等の除去をしてください。粉塵等の付着はありませんか？

通常より振動 ・ 異音がする。
センタンツールにあった回転数でご使用ください。回転速度が速すぎませんか？

粉塵等の除去をしてください。粉塵等の付着はありませんか？

処置

注  意

開く

閉じる

図 - ９

カーボンブラシ

注  意

　

　
　

　

　

　

　

（１）ＡＣアダプターのプラグをＡＣコンセントに差し込んでください。コントローラーの表示が点灯します。
　　　※点灯しない場合はＯＮスイッチを押します。
（２）ローテーションボタンによりハンドピースの回転方向を選択します。（通常設定はＦＷＤ.）
（３）ＯＮボタンを押すとハンドピースが作動します。
（４）速度上昇ボタン／速度下降ボタンでハンドピースの回転数を設定します。
　    ※設定回転数は装着するセンタンツールの最高回転数（許容回転数）を絶対に超えないようご注意ください。
（５）ハンドピースを停止させるには、ＯＦＦボタンを押します。

　５-４　コントローラーの操作

　

■モーター回転中は、絶対に着脱リングを回さないでください。

　

　

（１）設置場所やスタンドは予めホコリやヨゴレをよく拭き取ります。
（２）マット（大）のツルツル面を設置場所に貼り付け、その上にスタンドの穴の空いていな
　　　い面を押し付けます。
（３）スタンドの穴の空いている面にマット（小）のツルツル面を貼り付けます。
（４）マット（小）のザラザラ面にコントローラーやセンタンツール等を貼り付けてご使用で
　　　きます。（センタンツールは付属しません。）
　　　スタンドは縦に９０度可変、横に３６０度回転が可能です。

※マットが汚れて吸着力が落ちた場合は水洗いをして汚れを落とし、自然乾燥させてから
　再度ご使用ください。
※塗装ムラや気泡等がある場合がございますが、使用上問題はありません。

　５-５　スタンドセットの使用方法

　

■マットはコントローラー等を完全に固定することはできません。
　 コードを引っ張った際や重力により落下したり、剥がれたりすることがあります。
■設置面の形状や材質により、取り付けができない場合があります。
■マットを剥がす際は、破れないよう十分に注意してください。

注  意

　

　

注  意

図 - ７

センタンツールを装着してください。センタンツールは装着されていますか？

　

　

　

（１）ＡＣピンを取り付ける場合は、ＡＣピンを斜めに差し込ん
      でから（図-５①）、押し込んでください（図-５②）。
　　　固定されると「カチッ」と音がします。
（２）ＡＣピンを取り外す場合は、ロックボタンをスライドさせ
　　 （図-６①）、ＡＣピンを引き上げてください（図-６②）。

　５-３　ＡＣピンの交換

　

■使用する国や地域の仕様にあったＡＣピンをご使用ください。警  告

①

②
②

図 - ６図 - ５


